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カッパ3型ri「肝口昭年・1即1⇒

含　昭和31年

　　冬の実験場

現尭の実騙場L昭和1雪吊4　！，1お

秋田実験場と
カツパ128，2，3，4．型

現在の秋田実験場敵田県由利郡岩城町大字勝手字中駒　は昭和

31年のはじめより建設に着手され，昭和31年9月．カッ

　　　　　　パ12Sの実験から使用された，

昭和32年4月には2段ロケットのダミーテストけッパ

2型）の試験が行なわれ，　ひきつづいて同年に3型が飛し

ょうした．ついで昭和32年9月に2段式で，さらに大型

　　　のカッパ4型の飛しょう試験が行なわれた，
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カッパ6
　11圷「1：二5　」．．hド

ヵッパ122，150，5型，6型

昭和32年12月には122がアンテナテストのため飛しょう

した．翌33年4月にはカッパ150が完成し，これと3型ブ

ースタを組み合わせた2段ロケット5型の試験が行なわれた．

同年6月には新しいブースタ用ロケット，カッパ245の単

独試験が行なわれ，ひきつづき，これと150を組み合わせた

2段式カッパ6型の試験が行なわれた．そして，同月24・30

の両日にTW－1，2号機が発射され、2号機によって気温・

　　　　　　　　風の観測が行なわれた．

カノパ6型｛昭和1：L年6日1
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チャンバ襲作Ilr・．｛FL［ヨ」　’l　t7ノ．D Pk田実験場における420エンジン）地上テストIll’IFII：u ．」　．．

カツパ7型，8型
lGYが終了し．観測ロケットの開発は新たな段階に入った．7型は直径42cmの高張力鍋を溶接

　したチャンバを用いたもので，34年9月に秋田実験場で第1回の地上燃焼試験が行なわれた．

．ワ　420エンジン地上テスト目田実．験葡

11月には7型ロケットの飛しょう実験が行な

われ，35年3月にはこれと245を組み合わ

せた2段ロケット，カッパ8型のダミーテス

トが行なわれた．同年7月．8型1号機は、

はじめて150kmの高度に到達した、これによ

り電離層の観測が可能になり．7、9月に3機

の観測機を飛しょうさせ，9月は宇宙線観測も

同時に行なわれ．高度は約200kmに達した．

また．35年9月には，6型を性能向上したカ

　ッパ6Hが気温・風の観測に用いられた．
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　　　発K弾を組み入れたノーズコーン

・1・　発音弾の赤外線喚出器

・：コ　t．イオン1弼寛測定，F［iプロープ

　　　　　　　　　　／t　聞頭試験

　　　　超高層観測

気温・風の観測は昭和33年6月から35年9月の間にカ
ッパ6型S機6H型1機で行なわれた．

宇宙線の観測は昭和33年11月にカッパ6型2機〔大気
圧観測を含む），35年9月に9型2機で行なわれた．

大陽スペクトルの観測は昭和33年9月，11月、34年3月
に計4機のe型で行なわれたが，観測結果は得られてい
ない，

電離層の観測は昭和35年7月と9月にa型　3機で行な
われた．
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ロケツト・アンテナ
ロケットと地上の相互通信は電波によって行なわれている，ロケットにはテレメータ．レーダ．

ドバップのそれぞれに使用される各種のアンテナが搭載されており．地上からの電波の受信およ

　　　　　　　　　　　　　　び地上への送信に用いられる．

く「　ロケγトテレメータおよびレーダアンテナ

A

L．　ドバップ用アンテナ

テレメータ装置
・．1　テレメータ受信記録装覧

ロケット搭載計器の測定量を無電で地上に伝え記録する装置である、現用の

ものは225McsFM－FM方式で5種類の測定量を同時に送ることができる．

　　　　　　　⇒

カ7パ6型実験機
の搭載計器
．卜：から帖速度1汁，抵

抗線’fi．il』、；・1・IL度計
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テレメータ送信機
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バラボラアンテナ
ロケットの航跡の標定はレーダ

によって行なわれる．地上から

発射された1680Mcのパルス信

号がロケット搭載のトランスポ

ンダに受信されると，それを知

らせるパルス信号が地上へ送り

かえされる．ロケットからの信

号の到達時間から直距離を求め

方向はパラボラアンテナの鋭敏

な指向性を利用して測定し，こ

れからロケットの現在位置が求

　　　　められる，

レーダ送信アンテナ　ー！

レーダ隻信距離装還　　、

リ　レーダ受｛訓1低雑肖パ号メトリ．ttク増幅器
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亭　コマンド用アンテナ

鍵護襲某濫鈴
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　記録装置

ドバ．ノブ受信アンテナ

スピンによるドンブラ効

果の誤差をなくすための

尼巻き〔手前｝と右巻き

の2組のへIJカルアンテ

ナを唱いている．

ドバ’フ

トランスポンダ

コマンド装置

　　　　P
ドバップ

送信アンテナ

　無線で指令信号を伝え．遠隔操作を行なうの

　装置である．ロクーンにおいて摸型ロケット

　をバルーンから切りはなす目的に使われる．

　使用周波数79、9Mc，，s，3種類の指令を伝え

　　　　　　　ることができる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　受1，装置　・［．
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t ラン手ヤー1日菱ソ∫t二ttづかれた

望1琶追跡カメラ

、　望ゴ盤．FL亦カメラ

　T「・倍双眼純r雪〒　1

　を追1碧．Lモ．．’〕角度を言d

　禄ナるととも．二写L掩

　1’H〔Lllな’1

16mm高速度撮影機
Faミrax

ペンノル以1：ロ学．　鰭射時」り

特性騨析に旨亘な資紗の数’ttを

提供Lt二．

　　　号　セクタ・フレームカメラ

ロtt．tトの運動をけ解撮影でぎる固定力／テで

二の目的のため、とくに開発実用化されに．

　　　　（t広角固定カメラ
2「脚mmレンズ付航推カメラ，夜問実験の1．．、驚光筒

をつけたロケットの飛Lよ）軌跡をとらえた．



ロクーンに使闇するホリェチレン製大バルー

ンは小ト眞型を・1乍り，相1⊥』唄1」によ．．．て失ギ写強匿ど

を’匿’．ヒする．　！．は，わが1図で一・股に1吏用きれ

［，．ナルジニヤ劉の水横」．．で，一・1祁破損Lた．医

　である．2．はロクーン．で日M拝li鍋年度から

廼Ili．rる員うにな．．たアクア．U　l「11］一響Lrの
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時に破裂1’ることがある．

二の1弓」こ因は嘩にrl：肩：．での動

り学的強度の問融はか1）で

なく，i，t月」するポ1）エチレ

ンの．V鴎．勺な閤題もあり得

ると揖え．バルーンの．IL趣

・で副定Lた．これは地上て

の副定に使哨した航空研究
可己澗il傷研修ビ室言式f乍の「／i］ffi肇

．L！．である．
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昭和35年】o月育鮮柴県［亡
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触のロクーン実験場で大バ

ルーンに水素をへれる途中

風が強くなり7m．s前後に

達したときの1況．．ごある．
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昭村1：35年L〔〕」1　18目馨」，股球if”tl爾を全斗15『己πrし，

蚊球の寸前である．わずかに「看風が出はじめていた．

ン

監雛

轡韓

牧球し楠助バルーンもUJ　1）はなし

た恨態，太バルーン下方の黒点は

レーウインゾンデ，ロケットの上

方の黒点はパラシュートである．

ロープの全長は約ユ20ni，

シグマ4型ダミーロケットに吊下

げ計器をつけてロケットランチャ

ーにくわえさせたと二ろ．
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小型　テ　ス

　　　空力弾性，安定性などの問題に対しては地上試験や

　　　基礎解析のほかに小型テストロケットを使って研究

　　　　　　　　　　が進められている．

　　　　　　　　　　　　　女定仁の試験機〔岬櫓鵠｛｛．／：11・毛1・川：It”

U」　フラッタ試験機（茨城県大洗海岸）〔昭和：ll年11月1

　地　　上　　試　　験

左上

tt，’三？／，iitttf－r風11，ll二にる’年：．ノ∫試験

中

ロケ．．・トII轟身1ガスに．Lろrt三蒐加熱1武犀」1

下

メイン・フースタU」1’1，．1〒式tt・IE

！． @衝撃試験

　　　　｛．　．践1／モーメントの測定

ト

●．


